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－ １ － 

１．適用範囲 

   この仕様書は、架空線路等において主に引き込み線および縁廻り箇所に鳥類が飛来、止まるの

を防止するために使用する「とりスパイラル」（以下、とりスパという）について規定する。 

 

２．種 類 

   とりスパの種類は、表１のとおりとする。 

表 １ 

種 類 全長（ｍｍ） 適用電線外径（ｍｍ） 

Ｓ ３００  ４ ～ １５ 

Ｌ ４００ １５ ～ ２５ 

ＬＬ ５０３ ２５ ～ ３５ 

           ※ 適用電線外径は、一例とする。 

 

３．包 装 

   とりスパは、適当数を硬質紙箱等に入れ、輸送中損傷を受けないよう梱包し、その外面に、品

名、数量等を表示する。 

 

４．性 能 

とりスパの性能は、８．３～８．６の試験方法によって試験したとき、表２のとおりとする。 

表 ２ 

項 目 性 能 適用項 

振 動 脱落等の異常が生じないこと  ８．３ 

耐 熱 性 ７０±３℃、３時間で変形等の異常が生じないこと ８．４ 

耐 寒 性 －２０±３℃、１時間でひび、割れ等の異常が生じないこと ８．５ 

保 持 力 

Ｓ ４．９Ｎ（0.50kgf）で異常が生じないこと 

８．６ Ｌ １０．８Ｎ（1.06kgf）で異常が生じないこと 

ＬＬ １８．７Ｎ（1.91kgf）で異常が生じないこと 

 

５．外観・構造 

(1) とりスパは、仕上げが良好で、変形、ひび、割れ等の使用上有害な欠点がないものとする。 

(2) 架空線等に取付けた状態において、振動等により容易に破損、脱落等をしないものとする。 

(3) とりスパは、取付けた状態において、容易に架空線等の被覆を損傷させないものとする。 

(4) とりスパは、連結穴により連結できる構造とする。 

(5) とりスパは、その表面の見易い所に製造者名（社章）及び製造年（西暦下２桁）を表示する。 

 

６．形状・寸法 

付図のとおりとする。 

 

７．材 質 

   とりスパの材料は、ポリプロピレンとする。 

 

  



－ ２ － 

８．試験方法 

8.1 外観・構造試験 

    完成品について、目視および手触りにより５．に規定する事項について調べる。 

8.2 寸法試験 

    完成品について、目視および度器により６．に規定する事項について調べる。 

8.3 振動試験 

完成品を電線に取り付けた状態で、振動を加えて試験を行う。 

ただし、試験条件および試料の組み合わせは以下のとおりとする。 

(1) 振 動 数 ： １，０００回／ｍｉｎ 

(2) 振 幅 ： ４ｍｍ（Ｐ－Ｐ） 

(3) 振 動 回 数 ： 各６０，０００回（上下・左右） 

(4) 電     線 ： Ｓ・Ｌ・ＬＬ … ＤＶ２Ｒ ２ｍｍ 

8.4 耐熱性試験 

完成品を７０±３℃の恒温槽内に３時間放置した後取り出し、３０分間常温に放置し、変形

等の異常が生じていないか調べる。 

8.5 耐寒性試験 

完成品を－２０±３℃の恒温槽内に１時間放置した後取り出し、３０分間常温に放置し、ひ

び、割れ等の異常が生じていないか調べる。 

 8.6 保持力試験 

完成品を電線に取り付けた状態で、中央部に荷重を加えて行き規定値に達した時に、外れ、

破損等の異常が生じないか調べる。 

ただし、試験条件および試料の組み合わせは以下のとおりとする。 

(1) 荷 重 ： とりスパイラルＳ  …  ４．９Ｎ（0.50kgf） 

Ｌ  … １０．８Ｎ（1.06kgf） 

ＬＬ … １８．７Ｎ（1.91kgf） 

(2) 電     線 ： ＤＶ２Ｒ ２ｍｍ 

 

９．検 査 

 9.1 検査項目および試料数 

検査項目および試料数は表３のとおりとする。 

表 ３ 

検   査   項   目 試料数 ロットの大きさ 

(1)外 観 ・ 構 造 検 査  

(2)寸 法 検 査 

(3)振 動 検 査 ※ 

(4)耐 熱 性 検 査  ※ 

(5)耐 寒 性 検 査  ※ 

(6)保 持 力 検 査  ※ 

３ 点 

３ 点 

１ 点 

１ 点 

１  点 

１  点 

３，０００本 

 

 またはその端数 

                ※の項目は必要と認めたときのみ行う。 

 9.2 検査方法 

9.2.1 外観・構造検査 

８．１に規定する方法により、抜取方式によって行い、５．の規定に適合しなければなら

ない。 

  



－ ３ － 

9.2.2 寸法検査 

８．２に規定する方法により、抜取方式によって行い、６．の規定に適合しなければなら

ない。 

9.2.3 振動、耐熱性、耐寒性および保持力検査 

それぞれ８．３～８．６の試験方法によって行い、４．の規定に適合しなければならない。 

 

以 上 



 

 

 



 

 

 


